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し
と
な

っ
た
。

一
　

　

（３
面
に
関
連
記
事
）

経
産
省
は
有
識
者
で
つ
く
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
懇
談
会
」

で
報
告
書
を
示
し
た
。
原
発
に

っ
い
て

「可
能
な
限
り
依
存
度

を
低
減
す
る
と
の
方
針
は
堅
持

す
る
」
と
記
載
。
現
時
点
で
新

増
設
や
建
て
替
え

（リ
プ
レ
ー

ス
）
を
想
定
し
て
い
な
い
と
す

る
こ
れ
ま
で
の
政
府
方
針
を
変

え
な
い
考
え
だ
。

一
方
で
、
二
酸
化
炭
素

（Ｃ

９

を
竹

じ

な
い
昼

蔽

謂

炭
素
化
の
選
択
肢
」
と
も
表
現

し
、
将
来
的
な
必
要
性
に
は
含

み
を
持
た
せ
た
。
５０
年
に
は
Ｃ

Ｃ
の
大
幅
な
排
出
削
減
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
経
産
省
幹
部
は

「原
発
の
新
増
設
が
必
要
に
な

者
会
議
を
設
置
。
こ
の
日
で
９

回
目
と
な
る
最
終
会
合
で
報
告

書
が
お
お
む
ね
了
承
さ
れ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
反
映

さ
せ
、
別
の
審
議
会
や
与
党
了

承
を
経
て
今
夏
に
閣
議
決
定
す

る
。エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
中
期

上
関
原
発
は
国
に
原
子
炉
設

置
許
可
申
請
が
出
て
い
る
唯

一

の
新
設
地
。
Ｈ
年
の
福
島
第
１

原
発
事
故
を
受
け
、
予
定
地
の

埋
め
立
て
工
事
は
中
断
し
て
い

る
。
山
口
県
の
村
岡
嗣
政
知
事

は
、
原
発
本
体
の
着
工
時
期
の

見
通
し
が
つ
く
ま
で
は
工
事
を

再
開
し
な
い
よ
う
要
請
し
て
い

る
。中

電
の
清
水
希
茂
社
長
は
１

月
の
記
者
会
見
で

「
（同
計
画

で
）
新
増
設
の
位
置
付
け
が
明

確
に
な
ら
な
い
と
、
上
関
を
動

か
し
て
い
ぐ
こ
と
は
現
実
的
に

難
し
い
」
と
述
べ
て
い
た
。

る
と
い
う
可
能
性
は
排
除
し
て

い
な
い
」
と
説
明
し
た
。

経
産
省
は
昨
年
８
月
に
有
識

的
な
指
針
で
、
３
年
に
１
度
見

直
し
が
検
討
さ
れ
る
。
今
回
の

新
増
設
の
見
送
り
方
針
を
受

け
、
中
電
は
少
な
く
と
も
今
後

３
年
間
は
上
関
原
発
の
建
設
工

事
を
で
き
な
く
な
る
見
込
み

だ
。
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菫
ネ啓
新
増
設
明
記
せ
ず

経
済
産
業
省
は
１０
日
、
今
夏

に
閣
議
決
定
を
予
定
す
る
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
、

原
発
の
新
増
設
を
明
記
し
な
い

方
針
を
固
め
た
。
同
省
の
有
識

者
会
議
が
こ
の
日
、
２
０
５
０

年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
報
告

肩

金

喜

。
憂

罷

エ

ネ
ル
ギ
ー
の

「主
力
電
源
化
を

目
指
す
」
と
し
た

一方
、
原
発

の
新
増
設
の
必
要
性
に
は
触
れ

な
か

っ
た
。
中
国
電
力
は
上
関

原
発

（山
口
県
上
関
町
）
の
エ

事
を
当
面
再
開
で
き
な
い
見
通
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見
送
る
背
景
に
は
、
原
発
に
対

す
る
世
論
の
根
強
い
反
対
が
あ

る
。
報
告
書
に
も

「社
会
的
信

頼
の
回
復
が
ま
ず
不
可
欠
」
と

盛
り
込
ん
だ
。

「主
力
電
源
化
を
目
指
す
」

と
し
た
再
生

エ
ネ
に

つ
い
て

は
、
技
術
開
発
で
発
電
コ
ス
ト

を
国
際
水
準
並
み
に
引
き
下

げ
、
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

に
よ
る
補
助
か
ら
の
早
期
自

立
を
図
る
。
さ
ら
に
脱
炭
素
化

の
課
題
解
決
に
向
け

「総
力
戦

で
臨
む
」
と
し
た
。
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